
会議で挨拶する尾辻日本遺族会会長
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中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
は
十
月
一
日
㈪
、
岡
山
市
駅
元
町
の
「
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
」
を
会
場
に
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
し
、
中
央
情
勢
に
つ
い
て
日
本
遺

族
会
か
ら
報
告
・
説
明
を
受
け
る
と
共
に
、
総
理
の
靖
國
参
拝
を
は
じ
め
と
す
る
英
霊

顕
彰
問
題
や
組
織
の
継
承
・
強
化
な
ど
、
各
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
に
つ
い
て
協
議

し
た
。 中

央
情
勢･

各
県
提
出
議
題
を
協
議

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会

　

会
議
に
は
、
日
本
遺
族
会

か
ら
尾
辻
会
長
、
森
田
、
増

矢
両
副
会
長
、
畔
上
専
務
理

事
を
お
迎
え
し
、
中
国
・
四

国
各
県
遺
族
会
の
会
長
、
女

性
部
長
、
遺
児
代
表
、
事
務

局
長
ら
四
十
九
名
が
参
加
。

本
県
か
ら
は
岸
本
会
長
、
近

常
、
秀
平
両
副
会
長
、
豊
島

事
務
局
長
の
ほ
か
、
副
会

長
・
常
任
理
事
が
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
午
後

二
時
に
開
会
し
た
。

　

会
議
は
、
ご
英
霊
に
黙
祷

を
捧
げ
た
後
、
岸
本
会
長
が

開
催
県
を
代
表
し
て
挨
拶
。

そ
し
て
、
来
賓
と
し
て
ご
臨

席
を
い
た
だ
い
た
石
井
岡
山

県
知
事
、
内
山
県
議
会
議
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
尾
辻
日
本
遺
族

会
会
長
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

尾
辻
会
長
は
会
長
就
任
の
経

緯
を
報
告
後
、「
九
月
十
八
日

に
執
り
行
い
ま
し
た
日
本
遺

族
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念

式
典
へ
、
天
皇
陛
下
の
ご
臨

席
を
お
願
い
す
る
か
ど
う

か
、
陛
下
の
ご
体
調
を
考
え

ま
す
と
随
分
悩
み
ま
し
た
。

恐
る
恐
る
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
た
と
こ
ろ
、
陛
下
か
ら

『
遺
族
の
こ
と
、
遺
族
会
の

た
め
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
出
な
け
れ
ば
い
け

な
い
』
と
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ご
先
導
を
申
し
上
げ
な
が

ら
、
昭
和
天
皇
の
最
後
の
公

式
行
事
と
な
り
ま
し
た
全
国

戦
没
者
追
悼
式
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
あ
の
時
、

陛
下
は
体
調
を
崩
さ
れ
静
養

中
で
あ
り
ま
し
た
が
、『
こ
れ

だ
け
は
』
と
言
わ
れ
て
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
お
出
ま
し
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
陛
下
が

会
場
中
央
の
標
柱
の
前
に
お

立
ち
に
な
り
、
正
午
の
時
報

に
あ
わ
せ
て
皆
で
黙
祷
を
捧

げ
ま
す
が
、
し
か
し
、
標
柱

ま
で
の
二
〜
三
メ
ー
ト
ル
を

お
進
み
に
な
ら
れ
る
の
も
や

っ
と
で
、
こ
の
時
は
時
報
に

間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
ま
で
し
て
、
昭
和
天
皇

も
お
出
ま
し
い
た
だ
き
、
今

上
陛
下
も
お
出
ま
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
開
催
の
一
週
間

前
の
ご
進
講
の
際
は
、
陛
下

に
は
熱
心
に
聴
い
て
い
だ
た

い
た
。
そ
し
て
、
皇
后
陛
下

か
ら
は『
九
段
会
館
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？
』と
の

ご
質
問
ま
で
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
、
式
典
会
場
か
ら
の

お
見
送
り
の
際
に
、
陛
下
は

『
今
後
の
遺
族
の
こ
と
、遺
族

会
の
こ
と
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
』
と
お
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、
両
陛
下
の
遺

族
や
遺
族
会
に
対
す
る
思
い

に
感
激
い
た
し
た
こ
と
を
、

先
ず
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
日
本
遺
族
会
で
す

が
、
今
、
大
き
な
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
妻
の
特
別
給

付
金
も
来
年
で
切
れ
ま
す
。

何
と
し
て
も
継
続
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
妻
給
の
運
動
を
す
る

度
に
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
特
別
給
付
金
の
性
格

は
、
戦
没
者
の
妻
の
皆
様
に

対
す
る
慰
謝
料
で
す
。
二
回

目
の
継
続
を
求
め
た
時
、
大

蔵
省
（
当
時
）
の
担
当
官
は

『
慰
謝
料
の
性
格
上
、
二
回

出
す
の
は
お
か
し
い
』
と
言

い
ま
し
た
。
当
時
の
婦
人
部

長
は
中
井
澄
子
さ
ん
で
す

が
、
中
井
部
長
は
『
私
た
ち

は
、
お
金
が
欲
し
く
て
こ
ん

な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
お
金
は
要
ら
な
い

か
ら
旦
那
を
生
き
返
ら
せ
て

連
れ
て
帰
っ
て
く
れ
。
あ
な

た
が
旦
那
を
連
れ
て
帰
っ
て

来
る
ま
で
、
私
は
こ
こ
を
一

歩
も
動
か
な
い
！
』
と
言
わ

れ
て
、
そ
こ
に
座
り
込
み
ま

し
た
。
そ
の
気
迫
に
押
さ
れ

た
の
か
二
回
目
の
継
続
が
実

現
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
三
回
目
の
継
続
の

時
は
、『
二
回
出
し
た
の
だ
か

ら
三
回
目
も
一
緒
だ
』
と
中

井
部
長
は
言
わ
れ
ま
し
た
。

次
の
妻
給
は
五
回
目
継
続
と

な
り
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に

向
か
っ
て
皆
で
一
緒
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
を
結

ん
だ
。

　

次
い
で
、
岸
本
会
長
が
議

長
と
な
り
議
事
に
入
っ
た
。

先
ず
、
日
本
遺
族
会
の
畔
上

専
務
理
事
が
、
①
総
理
等
の

靖
國
神
社
参
拝
を
始
め
と
す

る
英
霊
顕
彰
問
題
、
②
妻
給

の
継
続
を
中
心
と
す
る
概
算

要
求
に
計
上
さ
れ
た
遺
族
処

遇
改
善
項
目
の
完
全
実
現
な

ど
、
処
遇
改
善
運
動
に
伴
う

全
国
大
会
の
開
催
及
び
国
会

陳
情
、
③
孫
、
曾
孫
の
組
織

化
な
ど
組
織
の
継
承
、
④
全

国
戦
没
者
追
悼
式
の
放
映
時

間
の
延
長
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
運
動
の
報
告
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
情
勢
報
告
を
行

っ
た
。

　

次
い
で
中
国
・
四
国
各
県

か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
の
審

議
に
入
っ
た
。
各
県
か
ら
は

①
靖
國
神
社
並
び
に
護
國
神

社
へ
の
参
拝
は
、
国
民
が

ご
英
霊
に
尊
崇
の
念
を
持

つ
と
共
に
、
歴
史
を
重
ん

じ
伝
統
を
育
む
国
造
り
へ

の
原
点
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
選
挙
で
の
推
薦
候

補
者
決
定
の
際
に
は
、
必

ず
参
拝
の
確
約
を
い
た
だ

く
べ
き
で
あ
る
。

②
戦
没
者
遺
族
の
心
の
拠
り

所
で
あ
り
、
活
動
拠
点
で

あ
る
九
段
会
館
の
存
続
に

つ
い
て
、
日
本
遺
族
会
に

強
く
要
望
す
る
。

③
平
成
二
十
四
年
度
日
本
遺

族
会
活
動
方
針
・
事
業
計

画
に
、
戦
没
者
の
孫
、
曾

孫
の
組
織
化
を
図
る
こ
と

を
掲
げ
運
動
を
進
め
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
各
県
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い
。

　
（
注
）女
性
部
か
ら
日
本

遺
族
会
へ
の
提
言
︱
光
輝

あ
る
遺
族
会
は
、
今
後
、

組
織
の
在
り
方
を
含
め
、

見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば

衰
退
の
一
途
を
た
ど
る
こ

と
と
な
る
。
我
々
戦
没
者

遺
児
の
代
で
終
わ
ら
せ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
も
後
継
者
を
つ
く
る
こ

と
が
焦
眉
の
急
で
あ
る
。

女
性
部
自
ら
が
直
ち
に
行

動
し
、
戦
没
者
の
孫
、
曾

孫
に
働
き
か
け
組
織
化
を

図
る
。当
面
の
会
員
数
は
、

各
支
部
五
十
〜
百
名
程
度



　
　
安
ら
か
に
大
き
く
な
れ

海
軍
大
尉
　
田
　
村
　
　
　
清
　
命
　

昭
和
十
九
年
十
月
二
十
七
日　

比
島
レ
イ
テ
島
東
方
サ
マ
ー
ル
島
沖
に
て
戦
死　

千
葉
県
安
房
郡
瀧
田
村
出
身　

四
十
四
歳　

愛
す
る
良
子
（
よ
し
こ
）、
恭
子
、
光
子
、
和
代
よ
。

父
な
し
と
て
悲
し
む
な
か
れ
。
父
は
聖
戦
に
於
て
、
名
誉
あ
る
戦
死
を

し
た
の
だ
。

御
前
達
は
、
生
前
の
父
を
よ
く
知
る
ま
い
。
良
子
も
恭
子
も
永
久
に
記

憶
に
残
る
程
の
印
象
は
あ
る
ま
い
。
然
し
、
父
は
御
前
達
の
健
康
さ
う

な
、
い
と
し
い
幼
顔
が
、
印
象
に
ハ
ッ
キ
リ
し
て
居
る
。

父
は
、
作
業
地
（
訓
練
地
）
に
あ
る
と
き
も
、
戦
場
に
あ
る
と
き
も
御

前
達
の
な
つ
か
し
い
姿
を
思
ひ
浮
べ
て
は
、
元
気
を
出
し
て
居
た
。

父
は
、
御
前
達
が
揃
っ
て
健
康
で
、
満
足
な
五
体
を
所
有
し
て
居
る
の

で
、
何
の
懸
念
も
な
い
。
安
ら
か
に
戦
死
が
出
来
る
。

児
等
！
安
ら
か
に
大
き
く
な
れ
…
大
き
く
な
っ
た
ら
母
の
意
に
背
か

ず
、
父
を
辱
か
し
め
ず
立
派
な
日
本
の
女
性
と
し
て
雄
し
く
生
き
て
呉

れ
。

姉
妹
は
仲
よ
く
結
束
し
て
、
一
人
の
母
を
守
れ
。（
中
略
）

「
父
恋
し
く
ば
靖
國
神
社
へ
」
と
は
、
父
も
映
画
で
見
た
。
本
当
に
さ

う
だ
！
御
前
達
も
名
誉
の
遺
児
と
し
て
、
社
頭
の
対
面
も
さ
し
て
頂
け

る
だ
ら
う
。
其
の
時
は
、
肩
身
を
広
く
九
段
に
来
て
呉
れ
。（
中
略
）

言
ひ
遺
す
事
は
夫
れ
丈
だ
。
皆
シ
ッ
カ
リ
育
て
！

十
一
月

父
よ
り�

（
原
文
の
ま
ま
）

【
平
成
二
十
四
年
十
月　

靖
國
神
社
社
頭
掲
示
】
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と
す
る
。

④
全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
式

辞
に
お
い
て
、総
理
は「
ア

ジ
ア
諸
国
の
人
々
に
対
す

る
謝
罪
」
を
常
に
述
べ
て

い
る
が
、
本
県
の
追
悼
式

参
列
者
か
ら
「
先
の
戦
争

に
対
す
る
歴
史
観
の
違
い

は
あ
る
と
思
う
が
、
何
時

ま
で
謝
罪
を
続
け
る
の

か
」
と
の
声
が
届
い
て
い

る
。（
終
戦
の
日
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
な
ど
で
も
同
様
の

発
言
）

　

こ
の
件
に
関
し
て
、
日

本
遺
族
会
及
び
各
県
遺
族

会
の
意
見
、
ま
た
、
総
理

へ
の
申
し
入
れ
等
の
是
非

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

⑤
平
成
二
十
年
に
戦
没
者
慰

霊
追
悼
行
事
へ
の
児
童
・

生
徒
の
参
列
推
進
に
つ
い

て
各
自
治
体
に
要
請
を
行

い
、
平
日
開
催
か
ら
土
日

開
催
へ
の
変
更
、
ま
た
、

遺
族
会
か
ら
の
呼
び
か
け

に
よ
る
一
部
生
徒
の
参
加

な
ど
の
成
果
は
あ
る
が
、

教
育
委
員
会
や
現
場
の
抵

抗
が
大
き
く
、
県
下
全
般

で
は
大
き
な
前
進
は
見
ら

れ
な
い
。
中
・
四
国
各
県

の
状
況
、
大
き
な
成
果
が

あ
っ
た
場
合
は
参
考
と
し

た
い
の
で
、
そ
の
経
緯
・

手
続
き
等
に
つ
い
て
説
明

願
い
た
い
。

　

︱
な
ど
の
議
題
提
出
が
あ

り
、
三
時
間
に
わ
た
っ
て
意

見
交
換
と
報
告
を
行
っ
た
。

　

会
議
で
は
、
追
悼
式
の
総

理
式
辞
に
お
け
る
「
ア
ジ
ア

諸
国
の
人
々
に
対
す
る
謝

罪
」
に
つ
い
て
、「
何
時
ま
で

も
謝
罪
す
べ
き
で
な
い
」
と

の
申
し
入
れ
を
総
理
に
行
う

べ
き
と
の
決
議
が
な
さ
れ

た
。
し
か
し
、
戦
没
者
の
孫
、

曾
孫
に
働
き
か
け
組
織
化
を

図
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
否

定
的
な
意
見
も
出
さ
れ
、
組

織
の
継
承
・
強
化
の
難
し
さ

が
報
告
さ
れ
た
。

　

終
わ
り
に
次
回
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
の
開
催
を
高
知
県
に
決

定
し
、
午
後
五
時
三
十
分
、

会
議
を
終
了
し
た
。

　

翌
二
日
㈫
、
参
加
者
は
県

護
國
神
社
に
正
式
参
拝
後
、

県
内
視
察
を
行
い
解
散
し
た
。

　

県
遺
族
連
盟
で
は
毎
年
、

「
敬
老
の
日
」
に
あ
わ
せ
て

百
歳
（
今
年
は
明
治
四
十
五

年
及
び
大
正
元
年
生
ま
れ
）

に
な
ら
れ
た
ご
遺
族
に
記
念

の
品
を
贈
り
長
寿
を
お
祝
い

し
て
い
る
。

　

今
年
、
め
で
た
く
百
歳
を

迎
え
ら
れ
た
ご
遺
族
は
、
県

下
十
二
支
部
十
五
人
（
本
年

逝
去
二
人
）
で
、
去
る
九
月

二
十
二
、
二
十
三
日
の
二
日

間
、
岸
本
会
長
、
近
常
副
会

長
並
び
に
事
務
局
職
員
が
地

元
遺
族
会
役
員
と
共
に
自
宅

や
老
人
福
祉
施
設
を
訪
問
、

記
念
の
品（
羽
布
団
・
毛
布
）

を
贈
り
、
慶
祝
の
意
を
表
し

た
。
ま
た
、
身
寄
り
の
な
い

父
母
（
二
人
）、
一
人
暮
ら
し

の
妻
（
百
六
十
六
人
）
の
皆

様
に
は
、
各
市
町
村
遺
族
会

を
通
じ
て
慰
問
の
品
（
タ
オ

ル
セ
ッ
ト
）
を
贈
り
お
慰
め

し
た
。

　

本
年
、
め
で
た
く
百
歳
の

長
寿
を
達
成
さ
れ
た
ご
遺
族

の
皆
様
方
は
次
の
と
お
り
で

す
。
今
後
と
も
幾
久
し
く
お

元
気
で
お
暮
ら
し
下
さ
い
。

＊
笠
岡
市
西
大
島�

　

島
田　

絹
枝
さ
ん
（
妻
）

　
　

明
治
45
年
１
月
３
日
生

＊
高
梁
市
中
井
町
津
々�

　

上
山　

ト
メ
さ
ん
（
妻
）

　
　

明
治
45
年
２
月
５
日
生

＊
浅
口
市
鴨
方
町
六
条
院
中

　

遠
藤　

貞
男
さ
ん
（
弟
）

　
　

明
治
45
年
３
月
20
日
生

＊
岡
山
市
北
区
谷
万
成�

　

漆
谷　

富
子
さ
ん
（
妻
）

　
　

明
治
45
年
３
月
25
日
生

＊
倉
敷
市
老
松
町�

　

岡
崎　

清
子
さ
ん
（
妻
）

　
　

明
治
45
年
７
月
12
日
生

＊
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
千
手�

　

岡
本　

静
子
さ
ん
（
妻
）

　
　

大
正
元
年
８
月
13
日
生

＊
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛�

　

難
波　

房
子
さ
ん
（
妻
）

　
　

大
正
元
年
９
月
１
日
生

＊
岡
山
市
南
区
迫
川�

　

三
上　

良
恵
さ
ん
（
妻
）

　
　

大
正
元
年
９
月
２
日
生

＊
笠
岡
市
金
浦�

　

祝　
　

正
子
さ
ん
（
妻
）

　
　

大
正
元
年
９
月
15
日
生

＊
笠
岡
市
生
江
浜�

　

樋
之
津
秋
子
さ
ん
（
妻
）

　
　

大
正
元
年
10
月
２
日
生

＊
岡
山
市
北
区
津
寺�

　

能
登
谷
八
重
さ
ん
（
妻
）

　
　

大
正
元
年
10
月
23
日
生

＊
岡
山
市
東
区
福
治�

　

塩
見　

佳
江
さ
ん
（
妻
）

　
　

大
正
元
年
11
月
10
日
生

＊
岡
山
市
中
区
東
山�

　

藤
田　
　

栄
さ
ん
（
妻
）

　
　

大
正
元
年
12
月
７
日
生

　

な
お
、
百
歳
を
も
っ
て
天

寿
を
全
う
さ
れ
、
本
年
逝
去

さ
れ
た
次
の
方
に
は
県
遺
族

連
盟
か
ら
お
供
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

＊
総
社
市
赤
浜�

　

故　

岡　
　

政
江
さ
ん�

＊
新
見
市
大
佐
田
治
部�

　

故　

平
田　

好
子
さ
ん�

平成24年度県連盟老人福祉事業

記念品を贈り長寿をお祝い
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超
党
派
の
国
会
議
員
で
つ

く
る
「
み
ん
な
で
靖
國
神
社

に
参
拝
す
る
国
会
議
員
の
会

（
会
長
・
古
賀
誠
自
民
党
元

幹
事
長
／
日
本
遺
族
会
顧

問
）」の
衆
参
両
院
国
会
議
員

百
二
十
三
人
が
、
秋
季
例
大

祭
期
間
中
の
十
月
十
八
日
午

前
、
靖
國
神
社
に
参
拝
（
麻

生
太
郎
元
首
相
は
同
日
に
別

途
参
拝
）
し
、
社
に
眠
る
英

霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
。

ま
た
、
安
倍
晋
三
自
民
党
総

裁
は
前
日
の
十
七
日
に
参
拝

し
た
。
同
会
は
毎
年
、
春
秋

例
大
祭
及
び
終
戦
の
日
に
参

拝
し
て
い
る
。

　

野
田
内
閣
は
閣
僚
に
対
し

て
参
拝
の
自
粛
を
求
め
て
い

る
が
、
羽
田
雄
一
郎
国
土
交

通
相
と
下
地
幹
郎
郵
政
民
営

化
・
防
災
担
当
相
の
二
閣
僚

が
「
議
員
の
会
」
と
共
に
参

拝
。
ま
た
、
森
田
高
総
務
、

網
屋
信
介
財
務
両
大
臣
政
務

官
も
参
拝
し
た
。

　

古
賀
議
連
会
長
は
参
拝
後

の
記
者
会
見
で
、
閣
僚
の
二

人
が
参
拝
し
た
こ
と
に
つ
い

て
「
心
の
問
題
だ
。
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
だ
」
と
評
価
、

前
日
の
十
七
日
に
安
倍
自
民

党
総
裁
が
参
拝
し
た
こ
と
に

中
国
が
不
快
感
を
示
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
、「
日
本
人
、

国
会
議
員
の
心
の
問
題
と
し

て
、
あ
る
べ
き
姿
で
あ
り
、

近
隣
諸
国
が
過
敏
な
反
応
を

す
る
の
は
理
解
で
き
な
い
」

と
語
っ
た
。

　

参
拝
し
た
衆
参
両
院
議
員

及
び
別
途
参
拝
の
議
員
は
次

の
と
お
り
。

（
党
派
別
・
敬
称
略
）

議
員
本
人
参
拝

▼
衆
議
院　

39
人

【
自
民
党
】
逢
沢
一
郎
、
伊
東

良
孝
、
井
上
信
治
、
大
島
理

森
、
梶
山
弘
志
、
金
子
恭
之
、

城
内
実
、
古
賀
誠
、
後
藤
田

正
純
、
塩
谷
立
、
下
村
博
文
、

高
市
早
苗
、
髙
木
毅
、
竹
下

亘
、
竹
本
直
一
、
田
村
憲
久
、

西
野
陽
、
馳
浩
、
浜
田
靖
一
、

林
幹
雄
、
平
井
卓
也
、
古
屋

圭
司
、
森
喜
朗
、
山
口
俊
一

【
民
主
党
】
網
屋
信
介
、
高
野

守
、
橘
秀
徳
、
長
尾
敬
、
原

口
一
博
、
福
島
伸
享
、
三
浦

の
ぼ
る
、
向
山
好
一
、
森
岡

洋
一
郎

【
た
ち
あ
が
れ
日
本
】平
沼
赳

夫【国
民
新
党
】
下
地
幹
郎

【
無
所
属
】
中
津
川
博
郷

【
新
党
き
づ
な
】
渡
辺
義
彦

【
新
党
大
地
】
浅
野
貴
博

【
生
活
が
第
一
】
萩
原
仁

▼
参
議
院　

28
人

【
自
民
党
】
有
村
治
子
、
石
井

準
一
、
磯
﨑
仁
彦
、
岩
城
光

英
、
上
野
通
子
、
宇
都
隆
史
、

小
坂
憲
次
、
佐
藤
正
久
、
谷

川
秀
善
、
中
曽
根
弘
文
、
林

芳
正
、
水
落
敏
栄
、
三
原
じ

ゅ
ん
こ
、
山
谷
え
り
子
、
山

本
順
三
、
吉
田
博
美
、
若
林

健
太

【
民
主
党
】
金
子
洋
一
、
小
見

山
幸
治
、
羽
田
雄
一
郎
、
前

田
武
志

【
た
ち
あ
が
れ
日
本
】中
山
恭

子
、
藤
井
孝
男

【
無
所
属
】
尾
辻
秀
久
、
大
江

康
弘

【
国
民
新
党
】
森
田
高

【
み
ん
な
の
党
】
江
口
克
彦

【
生
活
が
第
一
】
外
山
斎

議
員
代
理
参
拝

▼
衆
議
院　

41
人

【
自
民
党
】
赤
澤
亮
正
、
阿
部

俊
子
、
甘
利
明
、
石
破
茂
、

稲
田
朋
美
、
伊
吹
文
明
、
今

村
雅
弘
、
江
渡
聡
徳
、
江
藤

拓
、
小
里
泰
弘
、
小
渕
優
子
、

金
子
一
義
、
木
村
太
郎
、
佐

田
玄
一
郎
、
塩
崎
恭
久
、
田

中
和
徳
、
棚
橋
泰
文
、
谷
川

弥
一
、
田
野
瀬
良
太
、
永
岡

桂
子
、
中
川
秀
直
、
中
谷
元
、

二
階
俊
博
、
西
村
康
稔
、
額

賀
福
志
郎
、
野
田
聖
子
、
福

井
照
、
保
利
耕
輔
、
町
村
信

孝
、
松
本
純
、
三
ツ
矢
憲
生
、

森
山
裕
、
山
本
公
一
、
山
本

拓
、
山
本
有
二

【
民
主
党
】
石
山
敬
貴
、
大
西

孝
典

【
た
ち
あ
が
れ
日
本
】園
田
博

之

【
無
所
属
】
衛
藤
征
士
郎
、
中

村
喜
四
郎

【
生
活
が
第
一
】
鈴
木
克
昌

▼
参
議
院　

15
人

【
自
民
党
】
青
木
一
彦
、
石
井

浩
郎
、
衛
藤
晟
一
、
岡
田
広
、

金
子
原
二
郎
、
佐
藤
信
秋
、

関
口
昌
一
、
中
西
祐
介
、
松

村
祥
史
、
松
村
龍
二
、
山
崎

正
昭
、
山
本
一
太

【
新
党
】
荒
井
広
幸

【
国
民
新
党
】
自
見
庄
三
郎

【
た
ち
あ
が
れ
日
本
】片
山
虎

之
助

　

日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
（
遺
児
の
巡
拝
）」
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
国
の
補
助
に

よ
り
、
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
で
、
遺

児
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
平
成
二
十
四

年
度
は
十
七
地
域
と
特
定
地

域
三
地
域
が
計
画
さ
れ
、
既

に
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
遺

児
が
父
の
戦
没
さ
れ
た
地
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
を
実
施
す
る
予

定
で
す
の
で
、
多
く
の
遺
児

の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
参
加
費
は
九
万

円
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
県

遺
族
連
盟
ま
で
。

靖
國
神
社
秋
季
例
大
祭

｢
終
戦
の
日｣

に
続
い
て
閣
僚
二
人
が
参
拝

慰霊友好親善事業参加者募集
お知り合いの方にご紹介下さい

事業実施計画表
実施地域
（広域地域） 実施時期 募集人員 申込締切

東部ニューギ
ニア（２次）

平成25年
２月16日〜
２月23日

37人 平成25年
１月９日

フィリピン
（２次）

平成25年
３月６日〜
３月13日

120人 平成25年
１月23日

中国（２次）
平成25年
３月21日〜
３月29日

45人 平成25年
２月７日

実施地域
（広域地域） 実施時期 募集人員 申込締切

ビスマーク
諸島

平成25年
２月23日〜
３月２日

36人 平成25年
１月９日
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遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
四
年
十
月
行
事
表

１
日　

中
国･

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会
議

（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）
一
泊

５
日　

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

津
山
市
戦
没
者
追
悼
式
（
津
山
市
総
合
体
育
館
）

６
日　

県
護
國
神
社
秋
季
例
大
祭
（
県
護
國
神
社
）

11
日　

日
遺
理
事
会
、
評
議
員
会
（
靖
國
会
館
）

　
　
　

新
見
市
神
郷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

16
日　

日
遺
支
部
事
務
局
長
・
職
員
研
修
会
（
愛
媛
県
）
一
泊

17
日　

赤
磐
市
戦
没
者
遺
族
大
会
（
赤
坂
健
康
管
理
Ｃ
）

　
　
　

新
見
市
大
佐
地
区
戦
没
者
追
悼
式
（
お
お
さ
総
合
Ｃ
）

18
日　

千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰
霊
祭
（
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
）

19
日　

倉
敷
市
戦
没
者
追
悼
式
（
倉
敷
市
民
会
館
）

　
　
　

新
見
市
新
見
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

20
日　

新
見
市
熊
谷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
下
熊
谷
八
幡
神
社
）

　
　
　

新
見
市
哲
西
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

21
日　

新
見
市
石
蟹
郷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

23
日　

新
見
市
哲
多
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
哲
多
総
合
Ｃ
）

　
　
　

真
庭
市
勝
山
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

25
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
サ
ン
ピ
ー
チ
岡
山
）
一
泊

　
　
　

井
原
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
一
泊

　
　
　

久
米
郡
美
咲
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

26
日　

笠
岡
市
大
井
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
大
井
公
民
館
）

　
　
　

笠
岡
市
城
見
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

笠
岡
市
新
山
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
新
山
忠
魂
碑
）

27
日　

津
山
市
高
田
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
高
田
神
社
忠
魂
碑
）

29
日　

倉
敷
市
倉
敷
遺
族
連
合
会
研
修
旅
行
（
鳥
取
県
方
面
）

　
　
　

英
田
郡
西
粟
倉
村
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

平
成
二
十
四
年
十
一
月
行
事
表

５
日　

笠
岡
市
今
井
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

６
日　

県
連
盟
女
性
部
正
副
部
長
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

７
日　

新
見
市
豊
永
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

９
日　

岡
山
市
岡
山
遺
族
連
合
会
研
修
旅
行
（
島
根
県
方
面
）

　
　
　

瀬
戸
内
市
戦
没
者
追
悼
式
（
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
）

12
日　

新
見
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
二
泊

14
日　

井
原
市
美
星
地
区
遺
族
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
一
泊

16
日　

都
窪
郡
早
島
町
戦
没
者
追
悼
式
（
早
島
町
中
央
公
民
館
）

17
日　

�

県
連
盟
創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
・
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大

会
（
岡
山
衛
生
会
館
）

　
　
　

総
社
市
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

20
日　

新
見
市
千
屋
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

22
日　

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
／｢

岡
山
の
塔｣

追
悼
式
（
沖
縄
県
）
二
泊

25
日　

岡
山
市
御
津
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
二
泊

　
　
　

石
井
知
事
を
ね
ぎ
ら
う
会
（
岡
山
プ
ラ
ザ
Ｈ
）

　
　
　

吉
備
中
央
町
戦
没
者
追
悼
式
（
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
）

28
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
女
性
部
研
修
会
（
鴨
方
町
内
）

　

十
月
五
日
、
護
國
神
社
に

お
い
て
岡
山
県
戦
没
者
顕
彰

会
（
会
長
・
内
山
登
県
議
会

議
長
）
主
催
に
よ
る
恒
例
の

秋
季
岡
山
県
戦
没
者
慰
霊
祭

が
執
り
行
わ
れ
、
県
下
各
地

か
ら
約
千
人
が
参
列
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
、
笹
井
和
男
護

國
神
社
宮
司
以
下
、
祭
員
の

奉
仕
に
よ
り
厳
粛
に
執
り
行

わ
れ
、
内
山
登
顕
彰
会
会
長

慰霊祭後、挨拶する石井県知事（10月５日）

慰霊祭にあわせて、海外巡拝の写真展を実施
（県連盟主催パラオ諸島巡拝）

に
続
い
て
、
石
井
正
弘
県
知

事
、
国
会
議
員
及
び
県
議
会

議
員
、
各
団
体
代
表
ら
が
玉

串
を
奉
奠
、
社
に
鎮
ま
る
本

県
出
身
戦
没
者
五
万
六
千
七

百
十
六
柱
の
御
霊
に
感
謝
の

誠
を
捧
げ
、
平
和
希
求
の
誓

い
を
新
た
に
し
た
。

　

な
お
、
石
井
県
知
事
は
十

一
月
に
知
事
を
退
任
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
の
秋

季
慰
霊
祭
が
知
事
と
し
て
の

最
後
の
参
拝
と
な
っ
た
。
慰

霊
祭
終
了
後
、
近
常
寧
県
遺

族
連
盟
副
会
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
長
年
、
ご
英
霊
の
慰
霊

顕
彰
と
遺
族
援
護
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
た
石
井
知
事
に

お
礼
を
申
し
上
げ
、
感
謝
の

意
を
表
し
た
。

　

ま
た
、
翌
六
日
に
は
県
護

國
神
社
秋
季
例
大
祭
が
執
り

行
わ
れ
た
が
、
県
遺
族
連
盟

で
は
、
両
日
の
慰
霊
行
事
に

あ
わ
せ
、
東
日
本
大
震
災
の

戦
災
遺
児
へ
の
義
援
募
金
を

実
施
し
、
参
列
者
か
ら
温
か

い
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

秋
の
慰
霊
行
事
に
参
列
を

い
た
だ
き
ま
し
た
各
界
代
表

の
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。
今
後
と
も
ご
英
霊
の
慰

霊
顕
彰
と
戦
没
者
遺
族
援
護

に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
参
拝
者
受
付
・
交

通
整
理
・
湯
茶
接
待
等
、
早

朝
か
ら
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
方
に
紙
上
で
は

あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
岡
山
県
知
事

　

石
井　

正
弘

▼
岡
山
県
議
会
議
長

　

内
山　
　

登

▼
国
会
議
員

　

逢
沢　

一
郎
（
代
理
）

　

平
沼　

赳
夫
（
代
理
）

　

村
田　

吉
隆
（
代
理
）

　

加
藤　

勝
信
（
代
理
）

　

阿
部　

俊
子

　

津
村　

啓
介
（
代
理
）

　

柚
木　

道
義
（
代
理
）

　

高
井　

崇
志
（
代
理
）

　

片
山
虎
之
助
（
代
理
）

▼
岡
山
県
議
会
議
員

　

戸
室　

敦
雄

　

岡
﨑　
　

豊

　

遠
藤　

康
洋

　

浅
野　
　

實

　

渡
辺　

吉
幸

　

江
本　

公
一

▼
岡
山
県
町
村
会
会
長

　

河
島　

建
一（
久
米
南
町
）

▼
市
町
村
長

　

水
嶋　

淳
治
（
勝
央
町
）

　

花
房　

昭
夫
（
奈
義
町
）

　

�

有
元　
　

充
（
鏡
野
町
副

町
長
）

▼
市
町
村
議
会
議
長�

　

�

三
木　

亮
治
（
岡
山
市
副

議
長
）

　

河
田　
　

紘
（
鏡
野
町
）

　

岡
本　

良
一
（
勝
央
町
）

　

井
戸　

賢
一
（
奈
義
町
）

▼
市
町
村
議
会
議
員

　

和
気　
　

健
（
岡
山
市
）

　

原　
　

章
倫
（
鏡
野
町
）

▼�

自
民
党
第
四
選
挙
区
支
部

長

　

橋
本　
　

岳

▼�

自
民
党
第
二
選
挙
区
支
部

長

　

山
下　

貴
司
（
夫
人
）

▼
岡
山
県
神
社
庁
理
事

　

佐
々
木
講
治

▼
岡
山
県
偕
行
会
会
長

　

岡
本　
　

巌

▼
岡
山
市
婦
人
連
合
会
会
長

　

石
尾　

玲
子

岡
山
県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
を
厳
修

岡
山
県
戦
没
者
顕
彰
会

ご
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
に
尽
力　
　

石
井
県
知
事
へ
感
謝
の
意
を
表
す


